
￥」   
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一人はみんなのためにみんなは一人のために、一人が一人の仲間をふやそう、労災保険に加入しよう 

田中 070‐5324‐4053 

安くて事故後のサービスも安心です。見積も

りをしますので、事務所にまず電話を。 
 

 

 

 

 

再生タイヤ  ２２，０００円（BS） 

       ２１，５００円（ヨコハマ扱い） 

新品タイヤ  ３５，０００円（BS・14 プライ） 

         ３７，０００円（BS・16 プライ） 

３３，０００円（ヨコハマ） 

  ※冬用 ２５，０００円（中国・トライアングル） 

消費税・送料込みの価格です。注文の時、メー

カーを必ずお知らせください。希望の場所に配達

します。（配達代無料） 

※県外への配達は運賃実費が必要です。代金は３

回以内で納入します。  

在庫確認が必要なので、注文の際に組合へ問い

合わせてください。昨年 10 月 1 日より、消費税

分値上げになりました。なお、ヨコハマタイヤ販

売店扱いは、弘進リトレッド製の再生タイヤとな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

持続化給付金の対象になっていませんか 
新型コロナ問題により、仕事・売上の減少などが深刻化しています。そうした中で、国（経産省）

は「持続化給付金」の制度をつくりました。組合では「持続化給付金」の申請を支援します。 

★ダンプや建設の個人事業主で所得税白色申告の場合は、昨年の年間売上×1/12 と比較して 50％

以下に落ち込んだ月が今年 1 月以降 12 月まで 1 月（ひとつき）でもある人（来年 1 月 15 日が申

請期限）が対象です。給付限度額は 100 万円。※法人は 200 万円が限度。 

★たとえば昨年の売上が 840 万円（月平均 70 万円）で、今年 5 月の売上が 34 万円（50％以下に

落ち込んでいる）の場合、給付額は以下の計算をします。 

840 万円－34 万円×12＝432 万円 したがって給付額は 100 万円   

★申請にあたって用意するもの 

①通帳、②運転免許証、③税務署の受付印のある令和元年分確定申告書控、④売上減少月がわかる

売上台帳など 

★申請のしかた 

パソコンやスマホを使って電子申請。自分で電子申請ができない人は、組合が支援します。     

※この給付金は収入とみなされ、所得税の対象になります。消費税は不課税です。 

 

◆新型コロナウイルスとのたたかいは、年単位で長期化しそうです。 

国の制度の活用、さまざまな給付金制度の継続や拡大、消費税の見 

直し、自粛にともなう補償の拡充、軍事費など不要不急の予算の見 

直しなどを政府に求めていくことが大切です。 

 また秋田県や市町村において独自の制度がつくられているので、 

広報などをよくみて活用することが肝心です。秋田市では、国の持 

続化給付金の対象にならない売上減が 30％～50％の個人事業主も 

給付金の対象としています。                               

 

 

 

 

 第 27 回全国ダンプキャラバン要請行動（ダンプ・建設労働者の労働条件改善をめざして、

国交省などの発注当局に要請行動を展開）は、7 月 16 日（木）を予定しています。 
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内外で協力すればコロナ危機は乗り越えられる 
 韓国・ソウルに語学留学するＡさんから先週、楽しそうな写真がラインに送られて 

きた。ソウル駅西側の若者の街、ホンデの焼肉屋の画像だ。看板には牛カルビや豚ト 

ロなどの写真が並び、ガラス越しには若者たちがマッコリやチャミスルの杯を傾けて 

いる。ほぼ満席か。自粛、自粛の日々の日本の私たちにはうらやましい画像だ。 

 ソウルでは３月末にはすでに落ち着きを取り戻していると言っていたＡさん。こんなことも語っていた。 

「韓国は検査とマスクがしっかりあるので安心、安全です。日本は本当に危ない！今後が本当に心配です。

国民にマスクも行き渡らず、何をしてるんだ日本政府は…。今の状況だと日本に帰りたくない」と…。 

 マスク配給、検査の拡大、生活補償など、近隣諸国に学ぶところはいくらでもある。 

 イスラエルの歴史学者ユヴェル・ノア・ハラリ氏は感染症の歴史を振り返り「今回の危機の現段階では、

決定的な戦いは人類そのものの中で起こっている。もしこの感染症の大流行が人間の間の不和と不信を募（つ

の）らせるなら、それはこのウイルスにとって最大の勝利となるだろう。人間同士が争えば、ウイルスは倍

増する」と警告する。 

 ミー・ファースト（自分第一）がモットーの指導者ではウイルスに勝てない。国の内外で協力、連携をい

かに強め、この危機を乗り切るかがカギだ。排他的言動・行動を排除し、協力のネットワークこそ重要だ。

知恵の出しどころでは…。市民社会の連携の在り方も工夫すればまだまだあるのではないか。 

飯田光徳 社会福祉法人「野の花福祉会」 
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